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1

意⾒書 

平成 29 年 7 ⽉ 5 ⽇ 

総務省総合通信基盤局 
料⾦サービス課 御中 

郵便番号 163-8003 
住  所  

と う き ょ う と し ん じ ゅ く く に し し ん じ ゅ く に ち ょ う め さ ん ば ん に ご う
東京都新宿区⻄新宿⼆丁⽬３番２号 

⽒  名   ＫＤＤＩ
かぶしきがいしゃ

株式会社 
代表
だいひょう

取締役
と り し ま り や く

社⻑
し ゃ ち ょ う

 ⽥中
た な か

 孝司
た か し

 

⻑期増分費⽤モデル研究会報告書（案）に関し、別紙のとおり意⾒を提出します。 
（⽂中では敬称を省略しております。） 



2

【別
紙

】 
該

当
箇

所
 

意
⾒

 
総

論
 

⻑
期

増
分

費
⽤

モ
デ

ル
研

究
会

及
び

配
下

の
W

G
に

お
い

て
、現

⾏
の

PS
TN

-L
RI

C
モデ

ル
（

第
7

次
モ

デ
ル

）
の

⾒
直

しと
IP

-L
RI

C
モ

デ
ル

の
⾒

直
しに

つ
い

て
検

討
が

⾏
わ

れ
て

き
ま

した
。 

今
回

の
報

告
書

（
案

）
の

試
算

結
果

の
とお

り、
PS

TN
-L

RI
C

モ
デ

ル
の

⾒
直

しに
つ

い
て

も
、⼀

定
の

設
備

コス
ト削

減
効

果
（

接
続

料
原

価
で

約
5％

低
減

）
が

⾒
込

ま
れ

る
も

の
の

、こ
れ

を
上

回
る

速
度

で
トラ

ヒッ
クの

減
少

（
例

え
ば

、平
成

29
年

度
接

続
料

算
定

時
の

加
⼊

者
交

換
機

能
の

トラ
ヒッ

クは
、平

成
28

年
度

か
ら平

成
29

年
度

で
約

12
％

減
少

）
が

継
続

して
お

り、
今

後
も

接
続

料
⽔

準
の

上
昇

は
避

け
られ

な
い

状
況

に
あ

りま
す

。 
⼀

⽅
で

、平
成

25
年

度
以

降
、「

IP
電

話
」の

利
⽤

番
号

数
は

「加
⼊

電
話

・I
SD

N」
の

契
約

数
を

上
回

って
お

り、
市

場
は

確
実

に
IP

網
へ

の
移

⾏
が

進
展

して
い

る
こと

、ま
た

、N
TT

東
⽇

本
・⻄

⽇
本

は
、P

ST
N

マ
イグ

レ
ー

シ
ョン

後
の

メタ
ル

IP
電

話
に

つ
い

て
、I

P
網

の
特

性
を

活
か

し
て

全
国

⼀
律

3
分

8.
5

円
で

の
提

供
を

発
表

す
る

等
、P

ST
N

を
取

り巻
く環

境
は

着
実

に
IP

網
を

意
識

した
環

境
に

変
化

して
お

りま
す

。 
この

よ
うな

状
況

に
鑑

み
、「

現
時

点
で

利
⽤

可
能

な
最

も
低

廉
で

最
も

効
率

的
な

設
備

や
技

術
」で

あ
り、

「内
外

有
⼒

事
業

者
で

現
に

採
⽤

され
て

い
る

例
が

稀
で

は
な

い
設

備
・技

術
」を

⽤
い

て
検

討
され

た
今

回
の

IP
-L

RI
Cモ

デ
ル

の
適

⽤
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

て
い

くべ
き

と考
え

ま
す

。 
5.

1.
3 

CS
M

（
クロ

ック
供

給
装

置
）

の
接

続
⽅

式
 

これ
ま

で
の

LR
IC

モ
デ

ル
で

は
クロ

ック
伝

達
⽅

法
は

モ
デ

ル
化

され
て

お
らず

、ま
た

、今
回

の
検

討
に

お
い

て
は

、実
際

の
ネ

ット
ワ

ー
クに

お
け

る
クロ

ッ
ク伝

達
⽅

法
に

つ
い

て
、さ

ま
ざ

ま
な

⽅
法

が
存

在
す

る
こと

が
確

認
され

た
こと

か
ら、

CS
M

の
コス

トの
み

加
算

す
る

、と
い

う報
告

書
（

案
）

に
賛

同
致

しま
す

。
5.

1.
4 

CW
DM

構
成

に
お

け
る

伝
送

帯
域

の
按

分
⽅

法
等

 

帯
域

の
⼤

き
さに

よ
る

「価
格

低
減

へ
の

寄
与

度
（

NT
T東

⽇
本

・⻄
⽇

本
の

NG
Nの

接
続

料
算

定
に

⽤
い

られ
て

い
る

帯
域

換
算

係
数

に
類

す
る

も
の

）
」を

コス
ト配

賦
に

お
い

て
考

慮
す

べ
き

、と
の

ご
意

⾒
が

あ
りま

した
が

、N
GN

の
帯

域
換

算
係

数
は

、共
⽤

設
備

の
コス

トを
各

機
能

に
配

賦
す

る
際

に
、帯

域
当

た
りの

装
置

単
価

の
差

異
に

着
⽬

して
コス

ト配
賦

す
る

⽅
法

で
あ

り、
イン

ター
フェ

ー
ス

毎
の

設
備

単
価

を
精

緻
に

積
み

上
げ

、
コス

ト配
賦

して
い

る
LR

IC
モ

デ
ル

で
は

不
要

と考
え

ま
す

。
ま

た
、今

回
の

CW
DM

構
成

を
⽤

い
た

IP
-L

RI
Cモ

デ
ル

に
つ

い
て

は
、パ

ス
とい

う概
念

は
存

在
しな

い
こと

か
ら、

報
告

書
（

案
）

通
り、

IP
系

と専
⽤

線
系

を
波

⻑
数

⽐
で

按
分

す
る

こと
が

適
当

で
あ

る
と考

え
ま

す
。

5.
2 

IP
-L

RI
C

モ
デ

ル
の

⾳
声

品
質

確
保

 
⾳

声
パ

ケ
ット

の
優

先
制

御
に

よ
り⾳

声
品

質
確

保
が

可
能

で
あ

る
こと

、輻
輳

時
に

お
い

て
も

SI
P

サ
ー

バ
の

同
時

接
続

数
制

限
と⾳

声
パ

ケ
ット

の
優

先
制

御
機

能
に

よ
り輻

輳
対

策
を

実
現

す
る

こと
が

可
能

で
あ

る
とい

う報
告

書
（

案
）

に
賛

同
致

しま
す

。ま
た

、デ
ー

タ系
サ

ー
ビス

と設
備

を
共

有
す

る
こと

で
、⾳

声
とし

て
は

⼗
分

な
帯

域
確

保
も

可
能

とな
る

モ
デ

ル
で

あ
り、

7
次

モ
デ

ル
との

⽐
較

に
お

い
て

、品
質

確
保

は
実

⽤
レ

ベ
ル

に
達

し
た

と考
え

ま
す

。 



 
3

5.
5 

IP
-L

RI
C

モ
デ

ル
の

コ
ス

ト算
定

対
象

とす
る

サ
ー

ビ
ス

や
機

能
の

範
囲

 

今
回

、G
C

接
続

、中
継

伝
送

専
⽤

機
能

の
コス

ト算
定

は
⾏

わ
な

い
、と

の
とり

ま
とめ

が
⾏

わ
れ

ま
した

が
、以

下
の

観
点

か
ら合

理
性

が
あ

る
と考

え
ま

す
の

で
、報

告
書

（
案

）
に

賛
同

致
しま

す
。 

①
 今

後
の

PS
TN

マ
イグ

レ
ー

シ
ョン

を
踏

ま
え

る
と、

実
網

に
お

い
て

も
GC

接
続

は
段

階
的

に
廃

⽌
され

る
⽅

向
の

た
め

、I
P-

LR
IC

モ
デ

ル
も

GC
接

続
を

前
提

とし
な

い
こと

に
整

合
性

が
あ

る
点

。 
②

 I
P-

LR
IC

モ
デ

ル
が

採
⽤

され
る

前
提

に
お

い
て

、I
P-

LR
IC

モ
デ

ル
の

IC
接

続
が

PS
TN

-L
RI

C
モ

デ
ル

の
GC

接
続

の
接

続
料

よ
り低

⽔
準

とな
る

場
合

、G
C

接
続

の
ア

ンバ
ンド

ル
機

能
が

廃
⽌

され
る

こと
や

GC
接

続
に

IP
-L

RI
C

モ
デ

ル
の

IC
接

続
料

が
適

⽤
され

る
こと

は
、

GC
接

続
を

⾏
って

い
る

事
業

者
に

お
い

て
も

受
容

され
る

と考
え

られ
る

点
。 

 
以

 上
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意 見 書 

平成 29 年 7 月 5 日 

総務省 総合通信基盤局 

電気通信事業部 料金サービス課 殿 

郵便番号 158－0094 

住  所
（ふりがな）

 東京都
とうきょうと

世田谷区
せ た が や く

玉川
たまがわ

一丁目
いちちょうめ

１４番１号
１４ばん１ごう

 

氏  名
（ふりがな）

 楽天コミュニケーションズ株式会社
ら く て ん こ み ゅ に け ー し ょ ん ず か ぶ し き が い し ゃ

 

代 表
だいひょう

取 締 役
とりしまりやく

会 長
かいちょう

 平井
ひらい

 康
やす

文
ふみ

 

長期増分費用モデル研究会報告書（案）に関し、別紙のとおり意見を提出します。



-
1-
 

（
別
紙
）

  
こ
の
度
は
、
長
期
増
分
費
用
モ
デ
ル
研
究
会
報
告
書
（
案
）
に
対
す
る
意
見
提
出
の
機
会
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
下
記
の
と
お
り
弊
社
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
取
り
計
ら
い
の
程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
  

該
当
箇
所

 
弊
社
意
見

 
第

2
章
 
市
場
環
境
の
動
向
等

 
長
期
増
分
費
用
モ
デ
ル
（
以
下
「

LR
I
C
モ
デ
ル
」
と
い
い
ま
す
。
）
に
つ
い
て
は
、
客
観
性
・
透
明
性
の
確
保

と
恣
意
性
・
非
効
率
性
の
排
除
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
適
用
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
 

報
告

案
に

あ
る

と
お

り
、
N
T
T
東

西
の

N
W
を

経
由

す
る

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
は

、
前

年
度

比
1
0
％

を
超

え
る

減
少

を

続
け

て
お

り
、

P
S
T
N
マ

イ
グ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

向
け

た
方

策
も

影
響

し
て

い
る

と
思

わ
れ

ま
す

が
、

N
T
T
側

の

自
社
都
合
に
よ
る
影
響
で
年
々
重
く
な
る
接
続
事
業
者
の
負
担
を
抑
制
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
も
次
期
モ
デ
ル
に
は
報
告
案
の

I
P
-
L
R
I
C
モ
デ
ル
を
採
用
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
 

第
4
章
 

PS
TN

-L
RI

C
モ
デ
ル
の
見
直
し

 
電

力
設

備
等
の

耐
用

年
数
を

、
現

在
の
法

定
耐

用
年
数

か
ら

経
済
的

耐
用

年
数
へ

変
え

る
こ
と

で
、

耐
用
年

数
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

 

 

第
5
章
 

IP
-L

RI
C
モ
デ
ル
の
見
直
し

 
第

7
次
モ
デ
ル
検
討
時
に

I
P
-
L
R
I
C
モ
デ
ル
に

対
す
る
諸
指
摘
、
①
専
ら
音
声
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

の
IP

網
で
あ
る
こ
と
、
②
輻
輳
時
の
音
声
品
質
確
保
、
③
中
継
伝
送
専
用
機
能
の
コ
ス
ト
算
定
等
の
課
題
が

見
直
さ
れ
た
報
告
案
の
モ
デ
ル
を
、
I
P
-
L
R
I
C
モ
デ
ル
と
し
て
適
当
な
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

な
お
、
音
声
サ
ー
ビ
ス
の
収
容
方
法
と
し
て
、
試
算
の
結
果
、
最
も
総
コ
ス
ト
が
安
く
な
る
検
討
案

1
を
採

用
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
音
声
コ
ス
ト
が
最
も
安
い
検
討
案

3
も
最
も
効
率
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
言
え
、

こ
ち
ら
の
案
の
採
用
を
排
除
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
 

 
以
上

 



意見書 

 

平成 29 年 7 月 5 日 

 

総務省総合通信基盤局 

料金サービス課 御中 

 

 

郵便番号 105-7317 

住 所
（ ふ り が な ）

 東京都港区
と う き ょ う と み な と く

東新橋
ひがししんばし

一丁目 9 番 1 号 

氏 名
（ ふ り が な ）

 ソフトバンク株式
かぶし き

会社
が いし ゃ

 

代表
だいひょう

取締
とりしまり

役
や く

社長
しゃちょう

 兼
けん

 C E O
しーいーおー

 宮内
み や う ち

 謙
けん

 

  

  

  

  

  

 

 

 

長期増分費用モデル研究会報告書（案）に関し、別紙のとおり意見を提出します。 

 

  



このたびは、長期増分費用モデル研究会報告書（案）（以下、「報告書案」といいます。）に関し、意見

提出の機会を設けて頂いたことにつきまして、御礼申し上げます。以下のとおり弊社の意見を述べさせ

て頂きますので、宜しくお取り計らいの程、お願い申し上げます。 

 

該当箇所 意見 

総論 平成 11 年に第一次モデル策定以降、LRIC モデルは PSTN 接続料に係る

非効率性の排除に寄与してきましたが、近年は効率化が需要の減少に追い

つかず接続料は毎年上昇し続けており、平成 29 年度の GC 接続に係る接

続料（3 分当たり換算値）は前年度対比で＋5％、平成 26 年度対比で＋20％

近い上昇となっています。PSTN から IP 網への移行が進む中、移行前のサ

ービス利用者保護の観点からも、接続料の上昇に対し速やかに対策を講じ

るべきと考えます。 

また、先述のとおり、固定電話の主流は IP へと移行しており、平成 26 年

度以降、0AB-J IP 電話の契約者数は加入電話＋ISDN の契約者数を上回っ

ています。「現時点で利用可能な最も低廉で最も効率的な設備や技術を採用

する」という LRIC モデル検討における基本的事項に鑑みると、次期モデルと

して IP-LRIC モデルを採用すべきと考えます。 

なお、東日本電信電話株式会社殿及び西日本電信電話株式会社殿は、

電話網移行円滑化委員会の議論において、平成 30 年頃には IP 網への移

行のための設備構築を開始する考えを示しており、その時点で「最も効率的

な設備や技術」は明らかに IP ベースであることからも、次期モデルとして IP-

LRIC モデルがふさわしいと言えます。 

4.2 

電力設備等の

耐用年数の見

直し 

報告書案の内容に賛同します。設備の使用実態に即した経済的耐用年数

を用いることは適当と考えます。また、経済的耐用年数については、モデル

見直しのタイミングでデータを収集し、より実態に即したものとすべきです。 

 なお、経済的耐用年数の推計に用いるデータ収集に当たっては、明らかに

特殊な要因で撤去した事例等因果関係が明確でないデータは除くべきです。 

4.3.1 

駐車スペース

のコスト配賦方

法の見直し 

報告書案の内容に賛同します。より実態に即したモデルとするため、駐車

スペースに係るコストを音声のみに直課するのではなく、音声・データの加入

者回線数比で按分することは適当と考えます。 

4.3.2 

局舎に設置す

る電力設備の

仕様の追加 

報告書案の内容に賛同します。今回の仕様追加により、更に効率的なモ

デルを実現できると考えます。 

なお、モデルの大幅な見直しに当たらない軽微な仕様の追加は都度行え

るようにすべきと考えます。 

5.1.1 報告書案の内容に賛同します。報告書案で示されているように、案 1 の総

別紙 



音声サービス

の収容方法等 

コストが他の案と比較して顕著に安い状況において、ネットワーク効率化の

観点から案 1 を採用することは適当と考えます。 

なお、最も音声コストが低廉な案 3 についても、入力値によっては総コスト

が案 1 と同等又は案 1 よりも低廉となることが考えられるため、効率的な構

成として案 3 の構成についても引き続き検討を行うべきと考えます。 

5.1.4 

CWDM 構成に

おける伝送帯

域の按分方法

等 

報告書案の内容に賛同します。パスという機能を持たない CWDM 構成が

採用されたことにより、7 次モデル検討時に採用されたパス換算という考えは

そもそも成立し得ず、伝送帯域の按分方法としては、IP 系と専用線系を波長

数比で按分後、52M パス換算を使用せず IP 系を帯域比により按分する方法

を用いることが適当と考えます。 

また、LRIC モデルでは設備のコストは IF やボード、筐体単価等を精緻に

積み上げ算定を行っているため、帯域とコストの関係を簡易的にモデル化し

費用按分する必要はないと考えます。したがって、NGN の接続料算定に用い

られる帯域換算係数に類するものを、LRIC モデルに適用することは適切で

ないと考えます。 

5.1.5 

収容局の局舎

タイプ及び電

力設備構成の

判定方法 

報告書案の内容に賛同します。現在検討している IP-LRIC モデルでは、

GC 接続を想定しないことから、実際網において GC 局であるかないかは、局

舎タイプと電力設備構成を決める上で意味を持ちません。よって、実際網に

おける GC 局をコンクリ複数階にする理由はなく、また大規模電力設備にす

る理由はないと考えます。 

5.3.2 

音声収容装置

用 L2SW の必

要台数 

報告書案の内容に賛同します。ネットワーク効率化の観点より、音声収容

装置が 1 台又は 2 台の収容局には L2SW を設置しないことは適当と考えま

す。 

以上 
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（
別
紙
）
 「
長
期
増
分
費
用
モ
デ
ル
研
究
会
」
報
告
書
（
案
）
 

に
対
す
る
意
見
 

平
成

２
９

年
７

月
５

日
 

東
日

本
電

信
電

話
株

式
会

社
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■
総
論
 

意
見

 

情
報

通
信

市
場

は
、

技
術

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
非

常
に

早
く

、
移

動
通

信
の

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
化

の
進

展
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
市

場
の

拡
大

、
グ

ロ
ー

バ
ル

プ
レ

イ
ヤ
ー
に
よ
る
端
末
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
提
供
等
に
よ
り
、
市
場
環
境
・
競
争
環
境
の
急
激
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。
 

特
に
、
携
帯
電
話
ユ
ー
ザ
が
約
１
.
６
億
に
拡
大
し
、
固
定
電
話
(
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
)
ユ
ー
ザ
の
約
７
倍
も

の
ユ
ー
ザ
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

音
声
定
額
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
、
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
、
こ
れ
ま
で
主
に
通
信
事
業
者
が
提
供
し
て
き
た
音
声
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
自
在
に
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
等
、
音
声
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
通
信
事
業
者
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
１
社
し
か
な
か
っ
た
時
代
と
は
大
き
く
状
況

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

通
信

事
業

者
の

事
業

構
造

に
着

目
し

て
み

て
も

、
携

帯
電

話
・

Ｉ
Ｐ

電
話

等
サ

ー
ビ

ス
が

多
様

化
し

た
現

在
に

お
い

て
、

通
信

事
業

者
は

自
ら

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構
築
し
て
ト
ー
タ
ル
で
独
自
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
当
社
の
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
の
上
で
他
事
業

者
が
中
継
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
競
い
合
っ
て
い
た
時
代

と
は
競
争
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た

、
Ｇ

ｏ
ｏ

ｇ
ｌ

ｅ
や

Ａ
ｐ

ｐ
ｌ

ｅ
等

の
グ

ロ
ー

バ
ル

プ
レ

イ
ヤ

ー
や

Ｓ
ｋ

ｙ
ｐ

ｅ
、

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

等
は

、
音

声
通

信
サ

ー
ビ

ス
以

外
の

様
々

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
音
声
通
信
サ
ー
ビ
ス
し
か
な
か
っ
た
電
話
時
代
と
は
大
き
く
状
況
が
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

加
え

て
、

音
声

通
信

サ
ー

ビ
ス

の
総

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
は

、
長

期
増

分
費

用
方

式
が

初
め

て
導

入
さ

れ
た

平
成

１
２

年
度

に
は

７
０

億
時

間
だ

っ
た

も
の

が
、

平
成

２
７
年
度
に
は
３
４
億
時
間
と
▲
５
０
％
以
上
も
減
少
し
て
い
る
等
、
市
場
全
体
が
縮
小
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
特
に
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
相
互
間
の
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
平
成
１
２
年
度
に
は
５
２
億
時
間
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
２
７
年
度
に
は
６
億
時
間
と

、
▲
８
５
％
以
上
も
縮
減
し
て
い
ま
す
。
 

今
後

も
こ

う
し

た
傾

向
は

続
く

も
の

と
想

定
さ

れ
、

固
定

電
話

、
と

り
わ

け
当

社
の

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

に
依

存
し

た
通

話
サ

ー
ビ

ス
に

係
る

市
場

規
模

は
ま

す
ま

す
縮

小
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
の
接
続
料
水
準
が
当
社
と
接
続
す
る
他
事
業
者
の
事
業
運
営
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
当
社
の
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
に
対

し
て
の
み
非
対
称
に
接
続
料
規
制
を
課
し
続
け
る
環
境
に
は
も
は
や
な
い
と
考
え
ま
す
。
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■
総
論
 
 

意
見

 

と
り

わ
け

、
長

期
増

分
費

用
方

式
(
以

下
、

Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ

方
式

)
に

つ
い

て
は

、
競

争
の

中
心

が
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
の

音
声

通
話

サ
ー

ビ
ス

で
あ

っ
た

時
代

に
、

実
際

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

当
社

の
非

効
率

性
を

排
除

し
て

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

の
接

続
料

を
引

き
下

げ
る

こ
と

に
よ

っ
て

事
業

者
間

の
競

争
を

促
進

さ
せ

る
と

と
も

に
、

通
話

料

金
の
引
き
下
げ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

し
か

し
な

が
ら

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
の

需
要

が
大

き
く

減
少

し
て

い
る

時
代

に
お

い
て

は
、

以
下

の
と

お
り

、
長

期
増

分
費

用
モ

デ
ル

（
以

下
、

Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ

モ
デ

ル
）

の
前
提
も
既
に
破
綻
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
の
接
続
料
算
定
に
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
を
用
い
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

①
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
は
、「

高
度
で
新
し
い
電
気
通
信
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
、
電
気
通
信
役
務
の
影
響
の
効
率
化
が
相
当
程
度
図
ら
れ
る
」
こ
と
を
前
提
に
し

て
お
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
は
市
場
規

模
が
著
し
く
縮
退
し
て
お
り
、
「
高
度
で
新
し
い
電
気
通
信
技
術
を
導
入
」
し
て
い
く
環
境
に
な
い
こ
と
。
 

②
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｃ
モ

デ
ル

は
、

需
要

の
増

減
に

応
じ

て
設

備
構

成
を

瞬
時

に
置

き
換

え
る

前
提

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
実

際
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

い
て

は
、

需
要

減
に
応
じ
て
小
規
模
な
装
置
へ
の
更
改
や
装
置
台
数
の
削
減
を
瞬
時
に
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。
 

③
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｃ
方

式
で

算
定

し
た

費
用

が
実

際
費

用
を

上
回

っ
て

い
る

部
分

を
取

り
出

し
、

実
際

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

減
価

償
却

が
進

ん
で

い
る

こ
と

に
着

目
し

て
、

減
価

償
却

費
や

正
味

固
定

資
産

価
額

を
補

正
す
る

こ
と

は
、

最
新

の
設

備
と

技
術

で
瞬

時
に

構
築

し
た

仮
想

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
い

う
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｃ
モ

デ
ル
の
考
え
方
か
ら
乖
離
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
 

④
 Ｌ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
方
式
は
、「

実
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の
非
効
率
性
の
排
除
」
を
導
入
趣
旨
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
２
７
年
度
に
お
い
て
は
、

Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ

モ
デ

ル
で

算
定

し
た

接
続

料
原

価
は

実
績
原

価
の

約
２

，
０

０
０

億
円

を
約

５
０

０
億

円
も

下
回

る
結

果
と

な
っ

て
お

り
、

当
社

が
引

き
続

き
コ

ス
ト
削
減
を
懸
命
に
行
っ
た
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
大
き
な
乖
離
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
。
 

以
上

の
こ

と
か

ら
、

当
社

と
し

て
は

、
早

急
に

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

の
接

続
料

規
制

を
撤

廃
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

ま
す

が
、

仮
に

直
ち

に
接

続
料

規
制

が
撤

廃
さ

れ
な
い
場
合
で
も
、
少
な
く
と
も
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
方
式
か
ら
実
際
費
用
方
式
(
実
績
原
価
)
へ
の
見
直
し
を
可
能
な
限
り
早
期
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

な
お

、
接

続
料

算
定

に
は

透
明

性
や

公
正

性
の

確
保

が
求

め
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
が

、
当

社
は

実
際

費
用

に
つ

い
て

、
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｃ
対

象
設

備
を

含
め

毎
年

接
続

会
計

を
整

理
し

、
外

部
の

公
認

会
計

士
の

監
査

を
受

け
損

益
明

細
書

等
を

総
務

省
に

報
告

す
る

と
と

も
に

外
部

に
も

開
示

し
て

お
り

ま
す

。
こ

う
し

た
接

続

会
計

等
の

整
理

は
、

総
務

省
の

累
次

の
研

究
会

で
の

議
論

を
踏

ま
え

、
設

備
区

分
の

細
分

化
、

一
部

費
用

の
直

接
把

握
へ

の
見

直
し

、
配

賦
プ

ロ
セ

ス
の

開
示

等

の
随

時
の

見
直

し
を

反
映

し
て

き
た

も
の

で
あ

り
、

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

の
接

続
料

算
定

を
実

際
費

用
方

式
に

見
直

し
た

と
し

て
も

、
そ

の
実

際
費

用
に

つ
い

て
、

既
に

Ｌ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
と
同
等
な
い
し
は
そ
れ
以
上
の
情
報
を
開
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
透
明
性
や
公
正
性
は
十
分
に
確
保
で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
 

  

 



4 
 

■
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
に
つ
い
て
 
 

意
見

 

Ｉ
Ｐ

－
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｃ
モ

デ
ル

は
「

Ｉ
Ｐ

網
を

ベ
ー

ス
と

し
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
機

器
構

成
等

を
モ

デ
ル

化
し

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
に

係
る

接
続

料
の

コ
ス

ト
算

定
に

用
い

る
モ

デ
ル

」
と

定
義

さ
れ

て
お

り
、

今
回

検
討

さ
れ

た
Ｉ

Ｐ
－

Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ

モ
デ

ル
に

つ
い

て
も

、
平

成
３

１
年

度
に

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

を
用

い
て

提
供

さ
れ

て
い

る
と

見

込
ま

れ
る

サ
ー

ビ
ス

・
機

能
を

実
現

可
能

な
モ

デ
ル

と
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ

方
式

の
導

入
趣

旨
が

「
実

際
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
Ｎ

Ｔ

Ｔ
東
西
の
非
効
率
性
の
排
除
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
社
が
実
際
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
検
討
さ
れ
た
Ｉ
Ｐ
－

Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
は
、
第
７
次
モ
デ
ル
検
討
時
に
構
築
し
た
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
と
同
様
に
、
 

・
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
で
想
定
さ
れ
て
い
る
音
声
収
容
装
置
及
び
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
収
容
交
換
機
は
、
光
回
線
に
対
応
し
た
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
有
し
て
お
ら
ず
、

Ｆ
Ｒ
Ｔ
に
収
容
さ
れ
た
ユ
ー
ザ
を
物
理
的
に
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

・
他

社
が

提
案

し
て

い
る

音
声

収
容

装
置

は
、

既
に

メ
ー

カ
に

て
生

産
を

停
止

し
て

お
り

、
モ

デ
ル

適
用

時
点

（
平

成
３

１
年

度
）

に
調

達
す

る
こ

と
が

不
可

能
で
あ
る
。
 

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

緊
急

通
報

に
お

け
る

二
重

故
障

時
の

迂
回

接
続

対
応

や
公

衆
電

話
に

お
け

る
課

金
信

号
の

伝
送

方
法

等
に

つ
い

て
、

Ｉ
Ｐ

網
で
の
実
現
方
式
が
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
具
備
に
係
る
コ
ス
ト
が
織
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
 

・
中
継
伝
送
専
用
機
能
及
び
信
号
伝
送
機
能
と
い
っ
た
、
現
に
接
続
事
業
者
が
利
用
し
て
い
る
機
能
を
モ
デ
ル
化
し
、
接
続
料
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

な
ど

、
依

然
と

し
て

多
く

の
課

題
が

存
在

し
て

い
る

こ
と

に
加

え
、

第
７

次
モ

デ
ル

検
討

時
に

構
築

し
た

Ｉ
Ｐ

－
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｃ
モ

デ
ル

で
は

実
装

さ
れ

て
い

た
Ｇ

Ｃ
接

続
に

必
要

と
な

る
設

備
が

今
回

は
モ

デ
ル

化
さ

れ
て

い
な

い
等

、
平

成
３

１
年

度
時

点
に

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

を
用

い
て

提
供

さ
れ

て
い

る
と

見
込

ま
れ

る
サ

ー
ビ

ス
・
機
能
を
実
現
可
能
な
モ
デ
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
、
平
成
３
１
年
度
以
降
の
接
続

料
算
定
に
適
用
可
能
な
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
と
し
て
、
今
回
の
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
は
不
適
切
と
考
え
ま
す
。
 

        



5 
 

■
意
見
詳
細
 

該
当
箇
所
 

意
見
 

P
2
9

～ P
3
6 

４
．
２
 
電
力
設
備
等
の
耐
用
年
数
の
見
直
し
 

＜
中
略
＞
 

(
４
)
増
減
法
及
び
撤
去
法
の
分
析
結
果
 

 
＜
中
略
＞
 

②
 
一
般
に
、
確
率
関
数
は
分
析
の
目
的
に
応
じ
て
適
切
な
も

の
を

選
択

す
べ

き
で

あ
る

が
、

経
済

的
耐

用
年

数
の

推
計

は

統
計

的
に

単
回

帰
分

析
の

手
法

に
よ

り
行

う
も

の
で

あ
る

こ

と
に

鑑
み

、
実

績
に

基
づ

く
分

布
に

最
も

適
合

す
る

確
率

関

数
を

選
択

す
る

こ
と

が
望

ま
し

く
、

今
回

の
対

象
設

備
に

つ

い
て

は
、

指
数

関
数

や
指

数
分

布
は

確
率

関
数

と
し

て
な

じ

ま
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
＜
中
略
＞
 

(
５
)
検
討
結
果
 

各
事

業
者

の
電

力
設

備
等

の
新

規
取

得
量

は
毎

年
変

動
し

て

お
り

、
必

ず
し

も
一

定
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

特
に

、
新

規

取
得

量
の

変
動

が
大

き
い

設
備

に
増

減
法

を
採

用
す

る
こ

と

は
適
当
で
は
な
い
。
 

他
方

、
撤

去
法

に
用

い
る

撤
去

率
は

一
社

の
デ

ー
タ

の
み

で

あ
る

が
、

設
備

ご
と

に
、

推
計

に
用

い
る

期
間

を
適

切
に

選

択
し

た
上

で
、

四
つ

の
確

率
関

数
（

ゴ
ン

ペ
ル

ツ
関

数
、

ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

曲
線

、
正

規
分

布
、

ワ
イ

ブ
ル

分
布

）
に

よ

り
推

計
し

た
経

済
的

耐
用

年
数

の
中

か
ら

、
決

定
係

数
が

最

も
高
い
も
の
を
採
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

今
回
の
推
計
方
法
や
検
討
結
果
に
つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
に
お
け
る
電
力
設
備
等
の

耐
用
年
数
の
見
直
し
に
係
る
限
定
的
な
取
り
扱
い
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
本
モ
デ
ル
に

お
け
る
そ
の
他
の
設
備
等
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
整
理
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
改
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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該
当
箇
所
 

意
見
 

P
4
1 

４
.
３
.
３
 
Ｒ
Ｔ
局
の
蓄
電
池
保
持
時
間
の
長
延
化
 

Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
・
防
災
性
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
と
こ
ろ
、
今
回
、
Ｒ
Ｔ
局
の
蓄
電
池
保
持
時
間
の
長
延
化
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
は
、

適
切
な
見
直
し
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

P
7
6 

音
声

収
容

装
置

や
Ｉ

Ｓ
Ｄ

Ｎ
収

容
交

換
機

の
経

済
的

耐
用

年

数
の

推
計

に
用

い
る

撤
去

実
績

等
の

デ
ー

タ
が

十
分

に
な

い

こ
と

か
ら

、
今

次
は

経
済

的
耐

用
年

数
の

見
直

し
は

行
わ

な

い
こ

と
と

し
、

今
後

、
使

用
実

績
の

デ
ー

タ
が

十
分

に
揃

っ

た
時
点
で
再
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

今
後
、
仮
に
音
声
収
容
装
置
や
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
収
容
交
換
機
の
経
済
的
耐
用
年
数
に
係
る
再
検
討

を
行

う
と

し
て

も
、
平

均
利

用
年

数
（

投
資

額
加

重
平

均
）
に

よ
る

算
定

は
、
各

年
度

の
単

価
変
動
影
響
が
含
ま
れ
て
し
ま
う
た
め
、
耐
用
年
数
の
推
計
に
は
適
さ
な
い
と
考
え
ま
す
。
 

P
8
4 

今
後
、
見
直
し
後
の
改
修
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
た
時
点
で
、

Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
の
試
算
結
果
の
評
価
と
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ

Ｎ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
の
試
算
結
果
と
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ

デ
ル
の
試
算
結
果
の
比
較
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

今
回
の
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
は
、
下
記
の
と
お
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
接
続
料
を
算
定
す
る
上

で
様
々
な
課
題
を
有
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
 

・
Ｇ
Ｃ
接
続
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
設
備
が
モ
デ
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
。
 

・
中
継
伝
送
専
用
機
能
、
信
号
伝
送
機
能
と
い
っ
た
一
部
の
ア
ン
バ
ン
ド
ル
機
能
に
係
る

接
続
料
を
算
定
で
き
な
い
。
 

・
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
で
想
定
さ
れ
て
い
る
音
声
収
容
装
置
及
び
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
収
容
交

換
機
は
、
光
回
線
に
対
応

し
た
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
有
し
て
お
ら
ず
、
Ｆ
Ｒ
Ｔ
に
収
容

さ
れ
た
ユ
ー
ザ
を
物
理
的
に
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
緊
急
通
報
に
お
け
る
二
重
故
障
時
の
迂
回
接
続
対
応

や
公
衆
電
話
に
お
け
る
課
金
信
号
の
伝
送
方
法
等
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｐ
網
で
の
実
現
方
式

が
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
具
備
に
係
る
コ
ス
ト
が
織
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
 

・
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
パ
ラ
メ
ー
タ
の
一
部
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
に
お
け
る
標
準
化
対
応
が
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
事
業
者
間
精
算
を
行
え
な
い
。
 

従
っ
て
、
試
算
結
果
の
評
価

・
比
較
の
内
容
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
３
１
年
度
以
降

に
適
用
さ
れ
る
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
接
続

料
の
算
定
に
用
い
る
モ
デ
ル
と
し
て
、
今
回
の
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
こ
と

は
不
適
切
と
考
え
ま
す
。
 

P
8
5

～ P
8
7 

第
７
章
 
今
後
の
検
討
課
題
と
留
意
点
 

 



意 見 書 

西 企 営 第 ５ ５ 号 

平 成 ２ ９ 年 ７ 月 ５ 日 

総務省 総合通信基盤局 

電気通信事業部 料金サービス課 御中 

郵便番号 ５４０－８５１１ 

住 所
（ふりがな）

 大阪府
お お さ か ふ

大阪市
お お さ か し

中央区
ち ゅ う お う く

馬場町
ばんばちょう

３番
ばん

１５号
ご う

氏 名
（ふりがな）

 西 日 本
に し に っ ぽ ん

電 信
で ん し ん

電 話
で ん わ

株 式
か ぶ し き

会 社
が い し ゃ

代表取締役社長 村尾
む ら お

 和俊
がずとし

 

「長期増分費用モデル研究会」報告書（案）に関し、別紙のとおり意見を提出します。 



1 
 （

別
紙
）
 

 

   

「
長
期
増
分
費
用
モ
デ
ル
研
究
会
」
報
告
書
（
案
）
 

に
対
す
る
意
見
 

  

 

平
成

２
９

年
７

月
５

日
 

西
日

本
電

信
電

話
株

式
会

社
 

   



2 
 

■
総
論
 

意
見

 

情
報

通
信

市
場

は
、

技
術

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
非

常
に

早
く

、
移

動
通

信
の

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
化

の
進

展
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
市

場
の

拡
大

、
グ

ロ
ー

バ
ル

プ
レ

イ
ヤ
ー
に
よ
る
端
末
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
提
供
等
に
よ
り
、
市
場
環
境
・
競
争
環
境
の
急
激
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。
 

特
に
、
携
帯
電
話
ユ
ー
ザ
が
約
１
.
６
億
に
拡
大
し
、
固
定
電
話
(
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
)
ユ
ー
ザ
の
約
７
倍
も

の
ユ
ー
ザ
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

音
声
定
額
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
、
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
、
こ
れ
ま
で
主
に
通
信
事
業
者
が
提
供
し
て
き
た
音
声
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
自
在
に
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
等
、
音
声
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
通
信
事
業
者
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
１
社
し
か
な
か
っ
た
時
代
と
は
大
き
く
状
況

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

通
信

事
業

者
の

事
業

構
造

に
着

目
し

て
み

て
も

、
携

帯
電

話
・

Ｉ
Ｐ

電
話

等
サ

ー
ビ

ス
が

多
様

化
し

た
現

在
に

お
い

て
、

通
信

事
業

者
は

自
ら

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構
築
し
て
ト
ー
タ
ル
で
独
自
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
当
社
の
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
の
上
で
他
事
業

者
が
中
継
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
競
い
合
っ
て
い
た
時
代

と
は
競
争
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た

、
Ｇ

ｏ
ｏ

ｇ
ｌ

ｅ
や

Ａ
ｐ

ｐ
ｌ

ｅ
等

の
グ

ロ
ー

バ
ル

プ
レ

イ
ヤ

ー
や

Ｓ
ｋ

ｙ
ｐ

ｅ
、

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

等
は

、
音

声
通

信
サ

ー
ビ

ス
以

外
の

様
々

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
音
声
通
信
サ
ー
ビ
ス
し
か
な
か
っ
た
電
話
時
代
と
は
大
き
く
状
況
が
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

加
え

て
、

音
声

通
信

サ
ー

ビ
ス

の
総

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
は

、
長

期
増

分
費

用
方

式
が

初
め

て
導

入
さ

れ
た

平
成

１
２

年
度

に
は

７
０

億
時

間
だ

っ
た

も
の

が
、

平
成

２
７
年
度
に
は
３
４
億
時
間
と
▲
５
０
％
以
上
も
減
少
し
て
い
る
等
、
市
場
全
体
が
縮
小
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
特
に
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
相
互
間
の
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
平
成
１
２
年
度
に
は
５
２
億
時
間
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
２
７
年
度
に
は
６
億
時
間
と

、
▲
８
５
％
以
上
も
縮
減
し
て
い
ま
す
。
 

今
後

も
こ

う
し

た
傾

向
は

続
く

も
の

と
想

定
さ

れ
、

固
定

電
話

、
と

り
わ

け
当

社
の

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

に
依

存
し

た
通

話
サ

ー
ビ

ス
に

係
る

市
場

規
模

は
ま

す
ま

す
縮

小
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
の
接
続
料
水
準
が
当
社
と
接
続
す
る
他
事
業
者
の
事
業
運
営
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
当
社
の
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
に
対

し
て
の
み
非
対
称
に
接
続
料
規
制
を
課
し
続
け
る
環
境
に
は
も
は
や
な
い
と
考
え
ま
す
。
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■
総
論
 
 

意
見

 

と
り

わ
け

、
長

期
増

分
費

用
方

式
(
以

下
、

Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ

方
式

)
に

つ
い

て
は

、
競

争
の

中
心

が
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
の

音
声

通
話

サ
ー

ビ
ス

で
あ

っ
た

時
代

に
、

実
際

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

当
社

の
非

効
率

性
を

排
除

し
て

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

の
接

続
料

を
引

き
下

げ
る

こ
と

に
よ

っ
て

事
業

者
間

の
競

争
を

促
進

さ
せ

る
と

と
も

に
、

通
話

料

金
の
引
き
下
げ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

し
か

し
な

が
ら

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
の

需
要

が
大

き
く

減
少

し
て

い
る

時
代

に
お

い
て

は
、

以
下

の
と

お
り

、
長

期
増

分
費

用
モ

デ
ル

（
以

下
、

Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ

モ
デ

ル
）

の
前
提
も
既
に
破
綻
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
の
接
続
料
算
定
に
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
を
用
い
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

①
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
は
、「

高
度
で
新
し
い
電
気
通
信
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
、
電
気
通
信
役
務
の
影
響
の
効
率
化
が
相
当
程
度
図
ら
れ
る
」
こ
と
を
前
提
に
し

て
お
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
は
市
場
規

模
が
著
し
く
縮
退
し
て
お
り
、
「
高
度
で
新
し
い
電
気
通
信
技
術
を
導
入
」
し
て
い
く
環
境
に
な
い
こ
と
。
 

②
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｃ
モ

デ
ル

は
、

需
要

の
増

減
に

応
じ

て
設

備
構

成
を

瞬
時

に
置

き
換

え
る

前
提

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
実

際
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

い
て

は
、

需
要

減
に
応
じ
て
小
規
模
な
装
置
へ
の
更
改
や
装
置
台
数
の
削
減
を
瞬
時
に
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。
 

③
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｃ
方

式
で

算
定

し
た

費
用

が
実

際
費

用
を

上
回

っ
て

い
る

部
分

を
取

り
出

し
、

実
際

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

減
価

償
却

が
進

ん
で

い
る

こ
と

に
着

目
し

て
、

減
価

償
却

費
や

正
味

固
定

資
産

価
額

を
補

正
す
る

こ
と

は
、

最
新

の
設

備
と

技
術

で
瞬

時
に

構
築

し
た

仮
想

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
い

う
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｃ
モ

デ
ル
の
考
え
方
か
ら
乖
離
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
 

④
 Ｌ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
方
式
は
、「

実
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の
非
効
率
性
の
排
除
」
を
導
入
趣
旨
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
２
７
年
度
に
お
い
て
は
、

Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ

モ
デ

ル
で

算
定

し
た

接
続

料
原

価
は

実
績
原

価
の

約
２

，
０

０
０

億
円

を
約

５
０

０
億

円
も

下
回

る
結

果
と

な
っ

て
お

り
、

当
社

が
引

き
続

き
コ

ス
ト
削
減
を
懸
命
に
行
っ
た
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
大
き
な
乖
離
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
。
 

以
上

の
こ

と
か

ら
、

当
社

と
し

て
は

、
早

急
に

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

の
接

続
料

規
制

を
撤

廃
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

ま
す

が
、

仮
に

直
ち

に
接

続
料

規
制

が
撤

廃
さ

れ
な
い
場
合
で
も
、
少
な
く
と
も
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
方
式
か
ら
実
際
費
用
方
式
(
実
績
原
価
)
へ
の
見
直
し
を
可
能
な
限
り
早
期
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

な
お

、
接

続
料

算
定

に
は

透
明

性
や

公
正

性
の

確
保

が
求

め
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
が

、
当

社
は

実
際

費
用

に
つ

い
て

、
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｃ
対

象
設

備
を

含
め

毎
年

接
続

会
計

を
整

理
し

、
外

部
の

公
認

会
計

士
の

監
査

を
受

け
損

益
明

細
書

等
を

総
務

省
に

報
告

す
る

と
と

も
に

外
部

に
も

開
示

し
て

お
り

ま
す

。
こ

う
し

た
接

続

会
計

等
の

整
理

は
、

総
務

省
の

累
次

の
研

究
会

で
の

議
論

を
踏

ま
え

、
設

備
区

分
の

細
分

化
、

一
部

費
用

の
直

接
把

握
へ

の
見

直
し

、
配

賦
プ

ロ
セ

ス
の

開
示

等

の
随

時
の

見
直

し
を

反
映

し
て

き
た

も
の

で
あ

り
、

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

の
接

続
料

算
定

を
実

際
費

用
方

式
に

見
直

し
た

と
し

て
も

、
そ

の
実

際
費

用
に

つ
い

て
、

既
に

Ｌ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
と
同
等
な
い
し
は
そ
れ
以
上
の
情
報
を
開
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
透
明
性
や
公
正
性
は
十
分
に
確
保
で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
 

  

 



4 
 

■
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
に
つ
い
て
 
 

意
見

 

Ｉ
Ｐ

－
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｃ
モ

デ
ル

は
「

Ｉ
Ｐ

網
を

ベ
ー

ス
と

し
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
機

器
構

成
等

を
モ

デ
ル

化
し

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
に

係
る

接
続

料
の

コ
ス

ト
算

定
に

用
い

る
モ

デ
ル

」
と

定
義

さ
れ

て
お

り
、

今
回

検
討

さ
れ

た
Ｉ

Ｐ
－

Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ

モ
デ

ル
に

つ
い

て
も

、
平

成
３

１
年

度
に

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

を
用

い
て

提
供

さ
れ

て
い

る
と

見

込
ま

れ
る

サ
ー

ビ
ス

・
機

能
を

実
現

可
能

な
モ

デ
ル

と
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ

方
式

の
導

入
趣

旨
が

「
実

際
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
Ｎ

Ｔ

Ｔ
東
西
の
非
効
率
性
の
排
除
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
社
が
実
際
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
検
討
さ
れ
た
Ｉ
Ｐ
－

Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
は
、
第
７
次
モ
デ
ル
検
討
時
に
構
築
し
た
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
と
同
様
に
、
 

・
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
で
想
定
さ
れ
て
い
る
音
声
収
容
装
置
及
び
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
収
容
交
換
機
は
、
光
回
線
に
対
応
し
た
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
有
し
て
お
ら
ず
、

Ｆ
Ｒ
Ｔ
に
収
容
さ
れ
た
ユ
ー
ザ
を
物
理
的
に
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

・
他

社
が

提
案

し
て

い
る

音
声

収
容

装
置

は
、

既
に

メ
ー

カ
に

て
生

産
を

停
止

し
て

お
り

、
モ

デ
ル

適
用

時
点

（
平

成
３

１
年

度
）

に
調

達
す

る
こ

と
が

不
可

能
で
あ
る
。
 

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

緊
急

通
報

に
お

け
る

二
重

故
障

時
の

迂
回

接
続

対
応

や
公

衆
電

話
に

お
け

る
課

金
信

号
の

伝
送

方
法

等
に

つ
い

て
、

Ｉ
Ｐ

網
で
の
実
現
方
式
が
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
具
備
に
係
る
コ
ス
ト
が
織
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
 

・
中
継
伝
送
専
用
機
能
及
び
信
号
伝
送
機
能
と
い
っ
た
、
現
に
接
続
事
業
者
が
利
用
し
て
い
る
機
能
を
モ
デ
ル
化
し
、
接
続
料
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

な
ど

、
依

然
と

し
て

多
く

の
課

題
が

存
在

し
て

い
る

こ
と

に
加

え
、

第
７

次
モ

デ
ル

検
討

時
に

構
築

し
た

Ｉ
Ｐ

－
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｃ
モ

デ
ル

で
は

実
装

さ
れ

て
い

た
Ｇ

Ｃ
接

続
に

必
要

と
な

る
設

備
が

今
回

は
モ

デ
ル

化
さ

れ
て

い
な

い
等

、
平

成
３

１
年

度
時

点
に

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

を
用

い
て

提
供

さ
れ

て
い

る
と

見
込

ま
れ

る
サ

ー
ビ

ス
・
機
能
を
実
現
可
能
な
モ
デ
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
、
平
成
３
１
年
度
以
降
の
接
続

料
算
定
に
適
用
可
能
な
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
と
し
て
、
今
回
の
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
は
不
適
切
と
考
え
ま
す
。
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■
意
見
詳
細
 

該
当
箇
所
 

意
見
 

P
2
9

～ P
3
6 

４
．
２
 
電
力
設
備
等
の
耐
用
年
数
の
見
直
し
 

＜
中
略
＞
 

(
４
)
増
減
法
及
び
撤
去
法
の
分
析
結
果
 

 
＜
中
略
＞
 

②
 
一
般
に
、
確
率
関
数
は
分
析
の
目
的
に
応
じ
て
適
切
な
も

の
を

選
択

す
べ

き
で

あ
る

が
、

経
済

的
耐

用
年

数
の

推
計

は

統
計

的
に

単
回

帰
分

析
の

手
法

に
よ

り
行

う
も

の
で

あ
る

こ

と
に

鑑
み

、
実

績
に

基
づ

く
分

布
に

最
も

適
合

す
る

確
率

関

数
を

選
択

す
る

こ
と

が
望

ま
し

く
、

今
回

の
対

象
設

備
に

つ

い
て

は
、

指
数

関
数

や
指

数
分

布
は

確
率

関
数

と
し

て
な

じ

ま
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
＜
中
略
＞
 

(
５
)
検
討
結
果
 

各
事

業
者

の
電

力
設

備
等

の
新

規
取

得
量

は
毎

年
変

動
し

て

お
り

、
必

ず
し

も
一

定
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

特
に

、
新

規

取
得

量
の

変
動

が
大

き
い

設
備

に
増

減
法

を
採

用
す

る
こ

と

は
適
当
で
は
な
い
。
 

他
方

、
撤

去
法

に
用

い
る

撤
去

率
は

一
社

の
デ

ー
タ

の
み

で

あ
る

が
、

設
備

ご
と

に
、

推
計

に
用

い
る

期
間

を
適

切
に

選

択
し

た
上

で
、

四
つ

の
確

率
関

数
（

ゴ
ン

ペ
ル

ツ
関

数
、

ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

曲
線

、
正

規
分

布
、

ワ
イ

ブ
ル

分
布

）
に

よ

り
推

計
し

た
経

済
的

耐
用

年
数

の
中

か
ら

、
決

定
係

数
が

最

も
高
い
も
の
を
採
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

今
回
の
推
計
方
法
や
検
討
結
果
に
つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
に
お
け
る
電
力
設
備
等
の

耐
用
年
数
の
見
直
し
に
係
る
限
定
的
な
取
り
扱
い
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
本
モ
デ
ル
に

お
け
る
そ
の
他
の
設
備
等
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
整
理
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
改
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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該
当
箇
所
 

意
見
 

P
4
1 

４
.
３
.
３
 
Ｒ
Ｔ
局
の
蓄
電
池
保
持
時
間
の
長
延
化
 

Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
・
防
災
性
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
と
こ
ろ
、
今
回
、
Ｒ
Ｔ
局
の
蓄
電
池
保
持
時
間
の
長
延
化
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
は
、

適
切
な
見
直
し
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

P
7
6 

音
声

収
容

装
置

や
Ｉ

Ｓ
Ｄ

Ｎ
収

容
交

換
機

の
経

済
的

耐
用

年

数
の

推
計

に
用

い
る

撤
去

実
績

等
の

デ
ー

タ
が

十
分

に
な

い

こ
と

か
ら

、
今

次
は

経
済

的
耐

用
年

数
の

見
直

し
は

行
わ

な

い
こ

と
と

し
、

今
後

、
使

用
実

績
の

デ
ー

タ
が

十
分

に
揃

っ

た
時
点
で
再
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

今
後
、
仮
に
音
声
収
容
装
置
や
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
収
容
交
換
機
の
経
済
的
耐
用
年
数
に
係
る
再
検
討

を
行

う
と

し
て

も
、
平

均
利

用
年

数
（

投
資

額
加

重
平

均
）
に

よ
る

算
定

は
、
各

年
度

の
単

価
変
動
影
響
が
含
ま
れ
て
し
ま
う
た
め
、
耐
用
年
数
の
推
計
に
は
適
さ
な
い
と
考
え
ま
す
。
 

P
8
4 

今
後
、
見
直
し
後
の
改
修
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
た
時
点
で
、

Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
の
試
算
結
果
の
評
価
と
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ

Ｎ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
の
試
算
結
果
と
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ

デ
ル
の
試
算
結
果
の
比
較
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

今
回
の
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
は
、
下
記
の
と
お
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
接
続
料
を
算
定
す
る
上

で
様
々
な
課
題
を
有
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
 

・
Ｇ
Ｃ
接
続
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
設
備
が
モ
デ
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
。
 

・
中
継
伝
送
専
用
機
能
、
信
号
伝
送
機
能
と
い
っ
た
一
部
の
ア
ン
バ
ン
ド
ル
機
能
に
係
る

接
続
料
を
算
定
で
き
な
い
。
 

・
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
で
想
定
さ
れ
て
い
る
音
声
収
容
装
置
及
び
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
収
容
交

換
機
は
、
光
回
線
に
対
応

し
た
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
有
し
て
お
ら
ず
、
Ｆ
Ｒ
Ｔ
に
収
容

さ
れ
た
ユ
ー
ザ
を
物
理
的
に
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
緊
急
通
報
に
お
け
る
二
重
故
障
時
の
迂
回
接
続
対
応

や
公
衆
電
話
に
お
け
る
課
金
信
号
の
伝
送
方
法
等
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｐ
網
で
の
実
現
方
式

が
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
具
備
に
係
る
コ
ス
ト
が
織
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
 

・
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
パ
ラ
メ
ー
タ
の
一
部
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
に
お
け
る
標
準
化
対
応
が
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
事
業
者
間
精
算
を
行
え
な
い
。
 

従
っ
て
、
試
算
結
果
の
評
価

・
比
較
の
内
容
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
３
１
年
度
以
降

に
適
用
さ
れ
る
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
接
続

料
の
算
定
に
用
い
る
モ
デ
ル
と
し
て
、
今
回
の
Ｉ
Ｐ
－
Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
こ
と

は
不
適
切
と
考
え
ま
す
。
 

P
8
5

～ P
8
7 

第
７
章
 
今
後
の
検
討
課
題
と
留
意
点
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